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元禄八年作成の
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研究の背景
土地家屋調査士は、不動産取引の安全の確保、国民の財

産を明確にするために不動産の調査及び測量を行う国家資
格者である。

業務においては土地境界の調査や確認は不可欠な要素で
ある。そこで、最も原始的な土地境界を示していると考え
られる近世絵図について、これまでも少なからず関心を
持ってきた。

実際、今日の土地境界は、実は近世初期の町割・屋敷地
割をそのまま継承したケースも多いことが各地の調査で判
明してきている。

今回の報告ではその点、資料も豊富に現存している滋賀
県大津市の内、「大津百町」地区について取り上げたい。
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研究目的

『この大津町で元禄八年十月、各町いっせいに絵図の
提出が指示された。絵図には、町内各戸の間口と奥行、
所有者、町内の各施設などが丁寧に記入されており、当
時の町の景観や構造がよく分かる。（中略）

同絵図は、現在所在が確認されているだけでも、大津
百町の内の約80％にのぼっている。いわば300 年前の大
津町の景観が詳細かつ正確に復元可能で、全国的にも貴
重な資料といえる』「図説大津の歴史」より抜粋

現在では滋賀県指定文化財でもあるこの絵図群につい
て、その特徴を整理し、特に絵図上に記載された屋敷地
割の面積に着目し、今日との共通性を明らかにする。
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土地家屋調査士から見た
屋敷地割（土地面積）の重要性

・面積は土地境界の検討にあたり、専門家
から見て最も重要な要素（専門面）

・地権者・関係者が土地境界を納得をする
上で最も重要な要素（心理面）
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地籍（土地面積）の淵源を

探る社会的・実務的要請！

大津百町とは
「大津百町」とは、江戸時代、港町・宿場町として

発展した旧大津の賑わいぶりを表現した言葉である
江戸時代の大津の人口は最盛期の元禄時代で1万8千人

大津の百ケ町は主要な3本の通りに

沿って浜組（17町）、中町組（12

町）、京町組（13町）と、石川町組

（12町）、枡屋町組（16町）、八町組

（14町）、そして峠道に連なる谷町組
（16町）の７つの組を作っていた。
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大津市に残る地籍図類の一覧
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大津においては地券取調総絵図記載の
反別（地積）情報が土地台帳時代を経て、
今日においてもそのまま法務局で換算され
登記情報として流通している
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大津市の地籍図類の残存状況

元禄図の残存状況は74／100
壬申図は46／100
地籍全図は64／100

元禄八年大津町絵図
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中町組 丸屋町 大津曳山展示館

大津百町館

他都市町絵図との比較
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左上 元禄八年大津町絵図
左下 文政二年南小田原町沽券図
右上 元禄二年堺大絵図（模写）

元禄大津町絵図は間数以外の情報は少なく、
例えて言えば今日の地籍調査的な色彩が濃い
と言えるだろう また最低単位も「分」と
詳密である 堺・江戸は間単位

大津

江戸

堺

大津における地割の特徴の分析

①元禄絵図記載の表口・裏行・裏口を使用し計算した面積

②地券取調総絵図（壬申図）記載の面積（反別）

上記二つの情報を使用し元禄絵図と地券取調総絵図

（壬申図）との双方が現在入手可能な町の地割について

比較検討を試みた

該当地域

大津百町の内 32町

総筆数 元禄絵図 769筆 地券取調総絵図 703筆

総面積 208,973㎡（元禄） 211,231㎡（壬申図）
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京町組 後在家町のケース

11

元禄絵図 地券取調絵図
（壬申図）

地籍全図 旧公図
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京町組 後在家町のケース
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元禄絵図 地券取調絵図
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大津における地割の全体及び
組別の検討結果について
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１、大津百町内32町の合算面積

元禄図＝100とすると 地券取調総絵図＝101.08

２、大津百町内の７組ごとの合算面積

琵琶湖側へ拡張の余地ある浜組の面積増加（102.70）

山間地である谷町組の面積増加（112.08）

それ以外の組は屋敷地割の分合筆は経ていても組と

して計算した場合ほとんど面積の変動は見られない

→元禄期から現代まで面積の変動がない、ということ

各町毎の屋敷地割の分析

浜 組 南保町

中町組 丸屋町

京町組 後在家町

石川町組 上北国町

八町組 寺町
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京町組 後在家町
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浜組 南保町

17

浜組 南保町 航空写真
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埋立地
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浜組 南保町
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元禄絵図

壬申図
地籍全図

旧公図

元禄図は町域の形状が正方
形に近いが実際は長方形

八町組 寺町のケース
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元禄絵図

地券取調
総絵図

縦横比の変化は大きくないがや
や間口を広げて描かれている

八町組
寺町
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99.98％と
面積変動はほぼ
みられない

中
町
組

丸
屋
町
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石川町組
上北国町
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まとめにかえて
・元禄八年作成大津町絵図において記載された屋敷地割に関する
文字情報は詳密で精度もよく、換算結果から今日に至るまでほぼ
変動なく地積として流通していることが確認できた

・逆に地図としての精度は縦横比などから低いと言える

（台帳機能との未分化による文字情報書き込み余地への配慮か）

・その後、地券取調総絵図→地籍全図への過程で改めて測量もさ
れ図の精度も向上したが、最終的に面積は地券取調総絵図、図に
ついては地籍全図の情報が現在の法務局の登記情報に引き継がれ
たと思われる

・今回計算を行ったのは100町の内の32であり、残りの2/3に及ぶ

他の町の調査が必要である

・元禄絵図記載の情報が地券取調総絵図、地籍全図作成の際の面
積測量や製図に具体的にどう引き継がれたかをさらに明らかにし
たい
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ご清聴ありがとうございました

大津曳山展示館

大津百町館

参考資料

• 参考文献

大津市歴史博物館市史編さん室「図説大津の歴史上巻・下巻」

大津市 1999

大津の町家を考える会編「大津百町物語」サンライズ出版 1999

堺市博物館編「堺復興―元禄の堺大絵図を読み解く―」

堺市博物館 2015

• 資料提供

国立国会図書館デジタルコレクション

滋賀県立図書館

滋賀県県政史料室

大津市歴史博物館

大津地方法務局

26


